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　われわれはさきに】）aetomyosin溶液がATPにより超
沈澱を起すKCI濃度範囲で，　F－ac七inと同様にG－acti雄も
またmyosin－ATPaseを著明に活性化し，しかもその活性
化の度合はG－actinの重合の度合に平行することを報告
した。その抄われわれはactin中に含まれているATP－C－
phosphopherase〔Cp・pherase＞の活性度とactinの距：合及
びmyosin－ATPase活性度に及をぼす影響を観察し，．前報の
成績を確めるとともに三者の間に密接な関聯のあることを
認めた。以下それに関して報告する。
　　　　　　　　　　実瞼方法
A．実験材料：前報1）に同じ。重合能力低下せるG－ac－
tin（Go・actinと記す）はG－actinを数日間蒸溜水或は40
μg／m¢ATP液で透析して得た：。
B．実瞼方法一x＝
　1）ATPase活性度～則定法：前報に同じ。但しMgCI2の
濃度は10－6，10－5，10－4，10－ll，10－L’　mol／¢（終濃度〉．を用
いた。
　2）Cp－pherase活性度測定法：宮崎，内田等i）の方法
に準じ，Cpの分解産物であるcreatinineの定量によっ
た。
　3）粘度測定法：Ostwald型粘度計を使用，液量5．5
m¢，actinの終濃度を2　mg／mZとし，　KCIの終濃度を0．14
mol／1にし25℃の恒温槽内で測定した。
実験成緩
　1）nativeなG－actin及びATP外液で透析したGo－
actinに前記各濃度のMgC』を加え一，［K：Cl］＝o．14　mol／1
として粘度を測定しFig．1に示す成績を得た。即ちG｛〕一
actinはMgCl，・が10一’1～10　’“5　mol／1の間で電合能力をG－
actinの原の値まで恢復する。しかしそのmaximumηsp
はG－actinより少しく低い値を示した。
　2＞G－actinを水及びATPで透析し，その内液中のCp－
pherasb活性魔を測定した（Table　1＞。即ちATP多液で透
析したものの方がより速かに活性度の低下を示す。
　3＞ATPで透析したGo－actinに10『2～10一“　mol／1の
MgC12を加え，重合の度合，　Cp－pherase活性度，及びこ
のMgC12添加Go－actinとmyosinからなるGo－actomyo一
呂ihのATPase活性度を比較しTable　2に示す成績を得た。
　この表に示すように三者ともMgC12量の増加とともに
活性度を復活し，10－4mol／1のMgql．）でほぼもとのG－
actin，　G－actOmyosinに近い値をとる。
　4）超沈澱を生ずる：KCI濃度範囲ではATP外液で透析
したG．ractinにIO一；・一IO－5　mol／lのMgC12を加えると，
そのG一，｝ac七〇myosinのATPase活性度のKC1・depend－
encyはG層actomyosinに近づく（Fig．　2）。
　5）ATP外液で同所したG．・actinに10『7～10－2　mol／1
のMgCl，・を加えると，そのCp－pherase活性度とMgGo－
actomyosin－ATPaseの聞にはMgC12　IO　一　「｝～10一；i　mol／1の
ee前報においてMgCI210－3　mol／しとあるは誤りで，前報の実験は全くMgCIL）を添加していなv’・。
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ここに訂正する。
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綿括並びに考按
　以上われわれは，G－actinを透析すると，その重力能が
著明に減少し同時にこのGe－actinのもつCp－pherase活
性度も低下し，さらにmyosin－ATPaseに対するこのGo－
actinの活性化能プ］も又滅少すること，及びこれにMgC12
を添加することにより，これら三者の活性化が殆．ど平行し
て恢復することを知った。
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撒Fig．3はTable　2とは異なrつた時…に行った実験値：である。
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　　　aetivity　of　dialysed　Go－aetomyosin
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　G－ac七inが重合能力を保持するためには，それと結合し
ている一定量のATPが必要であることは既に知られてい
る（Laki　et　al．3），　Straub＆Feuer¢，　Feuer＆Wolleman
5））。またaGtinが含ig　Cp－pheraspを除くと重合能が低下
することをFeuere］）は報告しているが，この点については
Straub7）はCp－pheraseを除いたactinに重合能力があ
ることからこの説を否定している。われわれの40μg／mZ
のATP外液で透析したGractinはその中に最少必要量の
ATPが含まれているにもかかわらず，　S七arub等4）の成績
と異なり重合能の低下を見ている。しかしこの重合能の低
下はMgC12の添加によりもとのG－ac七inの値まで依復す
ることは単にactinと結合するATPだけでなく，Mg”が
重合に絶対必．要であることを示すものである。なk’　Mg“「
で重合のrateは恢復するがmax．ηspがもとの値まで達
しないのは，透析中のac七in蛋白の一部変性によるか，或
はまたMg｛“以外に他のfactorの存在の必要を示唆する
ものであろうが，この点については検討を加えなかった。
　一方Cp－pherase活性度もまた透析により低下し，また
MgCI2添加によりactinの重合の場合と同様ほぼ元のG・
actinの値まで恢復するのを見ることができる。透析は
ATP外液の方が，蒸溜水の場合より活性度の低下が早いが
これはATPがactinに含まれるMg＋vと結合してactin
からはなれやすくするためと考えられる。actinの重合と
Cp－pherase活性度の間に平行関係がああることをこれ等
の結果は示しており，先に述べたFeUer　et　a1．のの説を支
持する如く考えられるが，Straub7）の成績を考慮すると，
Cp－pherase　activityがactinの重合に必要か或はMgt＋
が直接actinの重合に何等かの作用を示し，　actin中に不
純物として含まれるCp－pheraseが二義的にこのMg←トの
作用を受けて活性化したのかはこの成績からだけで決定す
ることはでき’ない。
　さきにわれわれは加熱処理またに透析によりMl合能の低
下したGo－actinが低塩濃度下のmyosin－ATPaseを活性
化する作用を，その重合能の低下の度合に比例して減ずる
ことを報告した。しかし今回の成績はMg”の添加による
重合能の恢復ととにmyosin　ATPaseの活性化作用を再び
獲得することを示している。Mg’rがmyosin・ATPaseに対
して抑制的であることは多くの報告があり，従ってMg“F
添加によるくfo・actomyosinの活性化はMgi＋が直：接myo－
sinに作用したためでないことは明かである。　Mg”はGo－
actinの茸合を恢復し，それによってmyosin　ATPaseを
活性化させたと解釈するが妥当である。重合能の高いac七in
がより強くmyosin・ATPaseを活性化する理由については
われわれは低塩濃度におけるmyosjn－ATPase及びacto－
myosin　ATPaseの活性度の差によるものと解している1前
報）。
　即ち距：合能力の高いG－actinはATP共存下においても
比較的速かにπ合してより貢合度の高いactinとなり，
myosinと容易に結合してactomyosinを形成し，低塩濃
度下ではmyosinとは全く異なる強い活性度を有するよう
になる。
　われわれの実験は腋g←トによるGractinの鑑合促進と，
Cp－pherase　ac七ivity，さらにGt・i－a，c七〇myosin　ac七ivityの
増加の聞に一連の平行1生を見ることが出来る。このことは
低塩濃度下に．おけ．る．myosin－ATPasβとactomyosin　ATe－
aseの示す大きな差を解明するに重大な示唆を与えるもの
である。今この点につき考察されることは，1）低塩濃度下
のactomyosin、のATPaseはac七inのもつCp－pherase
を介しtransferされたATPがac七iveな形でmyosinに
より分解され，myosinのATPaseが，そのために極めて
activa七eされたと考えることである。Feuer＆Wolleman
fi）の説に従えばこの考えは極め七都合よく説明され得るが
先に述べたようにCp－pherase　freeのactinが，　ac七inと
してのactivityを持っているというStraubDの成績から
すると，この説に対する裏付は薄弱である。’2）弐はactln
の鳴合度合だげが活性度を決定するとの考えである。則ち
等電沈澱帯にあるmyosinにF－actinが結合することによ
り構造に変化を与え，かくされていたmyosin－ATPaseの
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active　siteをactiveな状態にすることである。
　これ等はいずれも推論の域をでないが，今後Straub7）の
Cp－pherase　free　actin及びmeromyosinを用いてこの機
作解明の歩を進．めたいと考える。
結
，
論
　1）G－actinを40μg／m¢のATP液で透析すると，その
重合九Cp－pherase　ac七ivity及び低塩濃度下のmyosin－
ATPase活性化作用は著しく低下する。
　2）これらの作用は1近gC12添加によってすべて恢復す
る。
　MgCl，iの効果はその濃度に依存する。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（口召禾031．2．20受．f寸）
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Summary
　　　1）　By　dialysis　of　G－actin　against　40　yg／m¢　ATP　solution，　the　ability　of　polymeriza－
tion，　Cp－pherase　activity　and　activating　action　on　myosin－ATPase　at　low　KCI　concentra－
tion　decreased　markedly．
　　　2）　The　aforesaid　activities　of　the　dialysed　G－actin　（Go－actin）　were　recovered　by　ad－
dition　of　MgCl，，．
　　　The　・effect　of　MgC12　depends　mainly　on　its　concentration．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Reeeived　Feb．　20，　1956）
